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12月のできごと

1日防火デー

インフ）レエンザ予防注射（肱川中）

4日 選挙連絡員会（役場）

5日 インフルエンザ予防注射（予子林）
II. 

" (中野小）
” レクリエーション施設打合せ会

（役場）
6日 県農業開発公社来町

7日 ィンフルエンザ予防注射（大谷小）

” ” . （岩谷小）し
fl 畜産公害説明会

II 郡社協研修会（公民館）

8日 衆議院国審投票事務打合せ会（役場）

1 0日 衆議院議員選挙投票日

11日 インフルエンザ予防注射（正山小）

fl 常任委員会（役場）

II 防火訓練（保養センクー）

1 3日 正山老友会役負研修会（正山集会所）
1 4日 第2次農構事業にかかる農地保有合理化

事業の打合会（役場）

1 5日 消防施設入礼（役場）
課長会 ( fI ) 

1 6日 笠掛農道竣工式（共栄）
1 8日 8 5回肱川町議会定例会（初日） （役場）
1 9日＇インフルエンザ予防注射（大谷岩谷）
II 議会 (2日） （役場） ＇ 
20日"(3日） （")  
II 妊婦検診（公民館）
2 1日 部落長会定例会
鹿野川ダム周辺南海テレピ（冬の鹿野川湖）

2 3日 道路復旧工事入礼（役場） ロケ” クl}スマスの集い（公民館）
2 4日 農業委員会（公民館）
2 ・5日 民生委員会
fl 農協養蚕部修了会
2 7日 野犬掃とう（中央地区）
2 8日仕事納め
3 0日 消防団警備詰所巡祝（町内）
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℃ U窓うたんばく質
働く力となる 血肉骨になる

マカロニ ちくわ粉チース；

スモークミート

ハムエッグみそ

豆腐油あげ

油あげちくわ

てんぷら

小麦粉さとう 小豆

白玉粉 脱脂粉乳

卵コロッケ油 ＾ム 粉チーズ

スバゲッティ スモー．クミート

じゃが芋油牛肉

こんにゃく 厚あげ

さとうマロニー

油 l卵ハム
スモークミート

豚肉

ちくわ

豚ひき肉

厚あげ

ちくわ

牛肉

粉チーズ

さつま芋

油

うどん

みどりの食品

かいぶんビクミン

体の調子をよくする

人参キャペッ

みかんパイン

もやしねぎ

わかめ

人参白菜

ねぎ
くだもの

人参みかん

キャベッ

たまねぎ

白菜

人参たまねぎ

もやし キャペッ

人参たまねぎ

キャペツ ねぎ

人参

白菜

グリンピース

人参

たまねぎ

ねぎ

ニッ
16大学いも

くだもの

．止仁亡
19 ミートソーヌ

はちみつ

こま

油さとう

さつま芋
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スパゲッティ

油

鯨の串カツ

ちくわ卵

ちくわ
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人参

白菜もやし

レ‘ース？ソ

くだもの
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たまね智

キャベッ

白菜

わかめ

] 

水

中華そば

油． 
マロニー

油

さとう

マロニーさ之注芋

スイートコーン

油クラッカー

合びき肉

スモークミート

粉チーズ

白身フライ

豆腐油あげ

みそ

じゃが芋 幾ひき肉

マロニー ちくわ

油さとう 油あげ

白玉もち きな粉豆腐 人参宜粟

さとう 卵かま院こ ねぎ．、

じゃが芋 牛肉 人参
マカロニ 粉チーズ たまねぎ

ッチュ― I油 、 ねぎ

そば ！中華そば I豚肉 I人参 たまねぎ
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23 I ffiあげバン
①クリームバン

カレー：

中華そば

はち

卵雑炊

油
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参
加
し
て
、
i

力
を
御
願
い
致
し
ま
す
。
[

；
生
産
力
担
当
主
体
の
形
成
確
立
を
は
か
~
（
別
表
参
照
）
~

：
る
よ
う
、
皆
ん
た
で
考
え
、
皆
ん
な
の
~

：
た
め
に
な
る
具
体
的
方
策
を
求
め
、
行
i

ニ
動
を
起
さ
な
け
れ
ば
た
ら
た
い
年
代
忙
~

~
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
~

大
洲
影
業
改
良
普
及
所
長
~

い
た
し
て
ま
~

申
し
上
げ
ま
i

~
養
蚕
の
見
通
し
と

[

肱

川

町

繭

生

産

計

[

＂
は
一
段
と
高
さ
佑
得
な
い
こ
と
{

画
に
つ
い
て
[

こ

↑

な

り

、

必

然

的

階

層

分

解

は
i

~
進
み
、
農
業
就
業
営
者
の
婦
女

i

デ

化

、

老

令

化

と

っ

て

、

零

細

i

の

進

化

す

る

こ

＂

二
塁
喜
邑
業
が

~
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
~
謹
賀
新
年

こ
れ
ま
で
に
幾
・

＂
な
る
陪
ど
そ
の
よ
＾
凛
択
も
、
個
養
蚕
家
の
皆
さ
ん
、
益
々
御
健
祥
に
て
[

そ
の
中
に
は
、

璽

さ

れ

た

ポ

入

の

立

場

か

ら

ず

れ

i

む
を
得
た
い
五
い
年
を
迎
え
ら
れ
た
事
と
存
じ
さ
す
q

そ

れ

に

も

か

か

，

に

と

で

あ

る

か

も

知

れ

い

が

、

忘

れ

丁

今

年

も

尚

一

層

の

御

協

力

を

御

願

い

申

i

喜
将
来
に
つ
い
[
て
た
ち
な
ぃ
こ
と
は
瑕
が
ぁ
っ
て
丁
ヒ
古
ワ
言
す

O
~

吟

て

な

く

な

り

、

-

[

の

個

人

だ

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

こ

の

□さ
て
、
新
ま
り
、
気
を
新
に
本
年
の
我
，

し
て
受
け
止
め
ざ
る
を
得
な
い
、
と
い
[
よ9に
考
ぇ
て
み
る
と
ヽ
地
域
社
会
崩

iが
町
の
産
繭
計
画
と
ム
五
ぢ
養
蚕
に
対
~

う
の
は
一
体
何
故
だ
ろ
う
か
。
二
漬
の
危
機
と
圧
力
に
対
抗
し
て
、
こ
れ
．
す
る
見
通
し
に
つ
い
て
申
し
述
べ
て
み
i

考
え
て
み
る
と
、
農
業
生
産
の
目
標
：
を
食
ぃ
止
め
る
こ
と
こ
そ
当
面
の
最
大
~
た
い
と
存
じ
ま
す
。
（
別
表
参
照
）

i

と
い
わ
れ
て
も
、
結
局
は
農
民
も
、
地
；
籐
題
と
い
え
る
の
で
は
な
か
る
う
か
:
御
承
知
の
如
く
我
が
国
の
生
糸
生
産
~

城
住
民
束
そ
の
構
想
の
中
に
入
っ
て
は
~
農
村
と
い
う
地
城
杜
会
を
、
新
し
い
二
量
即
ち
繭
生
産
量
は
年
毎
に
減
少
の
一
＂

い
な
い
、
い
わ
ば
農
民
不
在
の
構
想
で
ニ
・
時
代
に
対
応
で
音
る
も
の
と
し
て
、
ど
：
途
を
辿
り
昭
利
四
十
七
年
、
生
糸
年
度
[

し
か
た
か
っ
た

0

自
分
は
ど
う
な
る

Q

の
よ
う
に
改
造
す
れ
ば
よ
い
か
、
そ
の
~
で
は
生
糸
生
産
量
三
十
二
万
俵
に
止
ま
~

か
、
自
分
は
ど
こ
に
い
る
の
か
、
ど
こ
丁
中
で
基
幹
と
な
る
農
業
を
ど
う
す
る
か
ハ
り
、
と
れ
が
生
糸
消
費
に
於
て
は
史
上
~

忙
い
っ
た
ら
よ
い
の
か
、
と
い
っ
た
こ
；
了
ん
ら
れ
た
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
二
最
高
の
四
十
二
万
俵
と
成
り
増
大
の
一
-

と
を
見
佑
し
得
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な

i地
域
農
業
、
農
民
の
主
体
制
の
確
立
と
＇
途
で
あ
り
輸
佑
大
固
日
本
が
輪
入
大
国
~

か
ろ
う
か
。

i

い
う
立
場
か
ら
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
こ
日
本
と
一
大
変
身
を
致
し
て
い
る
の
が
i

二
易
況
で
あ
り
ま
す
。

日
本
の
経
済
生
長
は
、
今
年
も
ま
た
：
る
。

高
い
水
準
を
継
持
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
i

そ
の
場
合
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
と
i

即
ち
不
足
十
万
俵
が
中
固
其
の
他
の
国
ぃ

わ
れ
て
い
る
0

し
た
が
っ
て
、
収
入
拡
]
は
‘
農
業
の
発
展
は
、
よ
り
高
い
生
産
~
よ
り
輸
入
さ
れ
苓
り
ま
す
。
~

大
の
必
要
性
は
、
更
に
強
ま
る
で
あ
ろ
，
令
力
を
実
現
す
る
こ
と
た
し
に
は
不
可
能
＂
か
か
る
月
地
か
麒
不
足
は
現
実
の
問
＂

嘉
ら
、
へ
の
就
業
の
い
口
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
~
で
あ
り
今
一
の
増
産
に
御
努
力
を
~

日 珍新年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

売
案
は
農
協
、
森
組
の
各
事
業
に
格
別
の
と
理
解
、

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
本
年
永
両
組
合
と
＊
更
に
躍
淮

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
ど
一

す。

ど
協
力
を
い
た
だ
き 応 ,<,t:~. I、20
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即
八
年
は
一
匹
旦
以
来
の
悪
天
候
、

陀
雨
天
が
多
い
、
椎
茸
生
産
農
家

の
皆
さ
ん
は
春
子
の
豊
作
を
夢
見
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
一
昨
年
来
暖
冬
に
よ

り
春
子
は
豊
作
を
続
け
て
い
る
が
品
質

は
悪
く
、
ど
ん
と
の
生
産
は
非
常
に
少

く
な
い
0

今
年
水
現
在
の
見
通
し
で
は

小
葉
、
中
葉
の
生
産
が
多
く
、
ど
ん
こ

の
生
産
は
板
め
て
少
く
な
い
予
想
が
出

来
る
。
ご
承
知
の
よ
う
忙
輸
出
の
始
ど

は
ど
ん
こ
で
あ
り
国
内
消
費
に
於
て
忠

ど
ん
こ
系
、
厚
物
が
好
ま
れ
つ
つ
あ
る
c

天
候
に
支
配
さ
れ
る
点
が
非
常
に
多
い

の
で
問
題
は
あ
る
が
出
来
る
だ
け
ど
ん

こ
で
採
取
す
る
よ
う
に
し
て
匠
し
い
。

大
葉
桑
厚
肉
早
採
り
木
の
（
こ
お
こ
）

が
昨
今
好
ま
れ
て
茶
り
価
格
忠
よ
い
。

少
々
の
無
理
は
あ
っ
て
水
（
ふ
う
ど
ん

と
S
孵
い
ど
ん
こ
に
な
っ
て
も
）
ど
ん

と
で
る
よ
う
心
が
け
て
匠
し
い
。

‘
 

＼
 

5 0 5 0 

椎
茸 印度 4 0 3 5 

乾
課
の
心
待

欧州 8
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1 5 
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肱川土場木材相場表

別
が
出
来
や
す
く
、
生
葉
で
選
別
し
て
叙
匹
っ
て
最
初
の
た
き
こ
み
濫
度
ホ
少
々
．
め
す
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。
ぉ
子
様
~

こ
お
く
と
乾
燥
の
あ
が
り
と
同
時
に
始
ど
麻
肯
で
は
じ
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
し
~
の
た
め
に
是
非
ど
予
約
く
だ
さ
る
よ
う
~

社
上
げ
の
淵
度
木
高
く
な
ら
な
い
こ
と
、
9

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
0

セ
ッ
ト
内
容
i

~
が
遅
別
を
終
る
。

二
蜀
加
の
一
番
良
い
方
法
が
生
葉
で
あ
る
~
六
〇
席0
ま
で
に
て
上
げ
る
よ
う
心
が
~
は
器
械
と
テ
キ
ス
ト
八
冊
そ
れ
忙
よ
っ
~

；
J

と
、
生
潔
別
を
し
て
お
く
と
乾
燥
が
五
け
る
事
が
大
切
で
す
。
~
て
先
生
の
吹
こ
ま
れ
た
テ
ー
プ
八
本
が
~

採
取
し
た
ナ
バ
は
い
っ
と
き
桑
早
く
丁
し
や
す
い
等
の
荊
点
を
考
慮
し
て
生
葉

i
乾
燥
は
熱
が
主
で
は
な
く
、
風
が
一
；
組
ま
れ
て
い
ま
す0
テ
ー
プ
忙
先
生
の
~

エ
ピ
ラ
に
並
ぺ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
．
遷
別
励
行
の
習
慣
を
つ
け
よ
う
。
毎
E

で
あ
り
涸
度
に
こ
だ
わ
る
と
立
派
た
一
戸
を
銀
音
し
て
あ
り
先
牛
の
声
を
聞
き
~

扁
時
花
、
生
葉
で
遷
別
す
る
の
か
乾

i
ム
「
ひ
と
つ
大
切
な
こ
と
は
秋
子
(
3

斎
ぷ
〖
は
出
来
な
い
特
に
雨
子
に
は
注
意
」
な
が
ら
自
分
の
声
を
吹
き
こ
み
そ
の
あ

i

燥
手
な
コ
ッ
で
あ
る
0

熱
の
強
く
当
;
号
等
）
は
洞
度
に
強
く
、
高
淵
に
よ
っ
;
を
し
主
が
風
、
淵
度
は
従
で
あ
る
こ
と
丁
と
先
生
と
あ
た
た
の
声
を
開
き
く
ち
べ
[

る
と
こ
ろ
へ
、
パ
レ
、
ク
ズ
水
の
叉
は
二
て
色
沢
が
良
く
成
る
傾
向
が
あ
る
の
に
．
を
認
諦
し
て
乾
燥
と
取
組
ん
で
下
さ
い
0

比
較
細
習
が
で
き
し
か
ホ
飼
度
で
桑
吹
[

す
。
こ
~

大
葉
、
熱
の
弱
い
と
こ
ろ
へ
小
葉
を
入
：
＜
ち
ぺ
、
春
子
（
二
四l‘等
）
は
温
度
~
林
業
改
良
指
導
員

i

き
こ
み
な
森
し
て
練
習
で
き
ま
．

：
れ
を
ダ
プ
ル
コ
ー
ダ
と
い
い
肝
文
社
セ
~

れ
て
乾
燥
す
る
0

又
還
別
水
生
葉
の
連
~
に
す
る
と
（
ニ
エ
、
コ
ゲ
が
出
来
易
い
、
~

ッ
ト

L
L

が
世
界
で
初
め
て
開
発
に
成
•

.
-
]
フ
ニ
わ
、
ニ
ン
ジ
ン
四
セ
ン
チ
、

贈

買

部

]

功

し

た

も

の

で

ナ

。

し

か

水

先

生

の

声

i

．

は

舶

対

に

消

え

ま

せ

ん

。

今

後

進

学

忙

玉

春

雨

二

分

の

一

袋

（

四

十

グ

ラ

ム

）

、

曾

聯

ビ

英

文

の

必

要

彦

は

高

く

な

;

[

卵

二

個

、

油

大

さ

じ

四

‘

塩

、

砂

糖

小

良
質
の
農
産
物
は

土

作

り

か

ら

し

た

0

今

回

予

約

し

古

す

と

特

典

と

し

ぎ

じ

一

、

酒

大

さ

じ

l
o

そ
‘
‘
、
ユ
ー
ジ
ッ
ク
テ
ー
プ
一
本
と
英
話i
~

作
り
方

~
1
、
ー
ー
ラ
は
四
セ
ン
チ
長
さ
の
ぶ
つ

う
ま
い
米
作
り
運
動
が
堤
唱
さ
れ
る
様
に
成
っ
て
]
宇
典
が
付
い
て
い
注
す
0

是
非
こ
の
機
]
材
料
（
四
人
前
）

品
質
の
格
差
は
消
費
者
の
方
々
に
強
く
評
価
を
さ
れ
｛
会
に
申
込
ん
で
下
さ
い
。
/
切
は
一
一
一
月
~
カ
ブ
ー
わ
、
七
ロ
リ
大
一
本
、
キ
ュ
五
切
り
、
ニ
ン
ジ
ン
は
細
い
糸
切
り
に
し

て

姦

り

こ

れ

に

こ

た

え

て

品

質

向

上

の

た

め

の

土

作

．

十

日

で

す

。

．

ウ

リ

一

本

、

煮

汁

（

水

ニ

カ

ッ

プ

、

酢

;

て

水

気

を

切

り

ま

す

。

贔
作
り
運
動
が
水
り
上
っ
て
お
り
ま
す

0

最
近
は

~
i

三
分
の
一
カ
ッ
プ
、
塩
小
さ
じ
一
強
、~
2

、
春
雨
は
熱
湯
に
つ
け
て
忠
ど
し

労

力

の

不

足

た

ど

か

ら

土

忙

有

梯

物

の

不

足

や

微

量

．

月

桂

樹

の

葉

一

枚

、

。

＾

七

リ

の

茎

二

s
．
四
セ
ン
チ
長
さ
に
切
り
ま
す
。

〗
一
本
、
サ
ラ
ダ
油
大
さ
じ
四
、
粒
こ
し

i
3

、
卵
は
わ
り
筏
ぐ
し
、
塩
少
々
を

~
集
配
予
定
日

要
素
の
欠
乏
で
士
壊
の
悪
化
が
目
立
っ
て
い
ま
す
0

.

[
ょ
う
十
五
粒
、
ク
マ
ネ
ギ
ま
た
は
ニ
ン
；
八
れ
、
大
さ
じ
二
の
油
で
手
早
く
い
っ

こ
れ
等
悪
条
件
を
な
く
す
る
た
め
に
は
土
壌
改
良
資
~

そ
皿
に
と
り
ま
す
。

材
＠
即
肥
が
最
水
必
要
で
あ
り
ま
す
0

農
協
で
は
水
~
二
月
一
日
木
宇
和
川
南
~
ニ
ク
少
々
）

~
4

、
残
り
の
油
で
、
ニ
ラ
と
ニ
ン
ジ

田
用
珪
カ
ル
の
配
達
を
農
閑
期
の
二
月
中
に
行
い
早
~
二
月
三
日
土
谷
口
：
作
り
方

速
に
皆
さ
ん
の
田
ん
阿
へ
ま
い
て
頂
く
よ
う
準
備
を
~
二
月
十
三
日
火
月
野
尾
お
や
ぶ
．

1

、
カ
プ
は
四
つ
ま
た
は
二
つ
わ
り
＂
ン
を
い
た
め
、
春
雨
を
加
え
、
塩
少
々

進
め
て
お
り
ま
す
0

水
稲
肥
料
の
申
込
は
部
落
長
さ
~
二
月
十
五
日
木
宇
和
川
南
~
に
し
て
、
皮
を
む
き
ま
す
。
＇
口
と
砂
糖
一
っ
ま
み
と
酒
で
調
味
し
て
、

,"2
、
・
ャ
ロ
リ
は
、
．
｀
す
じ
を
と
り
、
小
こ
い
り
卵
を
合
わ
せ
ま
す
。

ん
に
お
廊
し
て
お
り
ま
す
が
早
速
に
配
達
を
行
い
ま
~
二
月
十
七
日
土
谷
口

i

す
の
で
期
日
に
遅
れ
た
い
様
に
申
込
を
し
て
下
さ
い
9
二
月
二
十
日
火
宇
和
川
北
．
~
ゆ
び
く
ら
い
の
長
さ
忙
切
り
、
キ
ュ
ウ
[

珪
カ
ル
を
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
根
の
張
り
は
良
く
成
~
二
月
二
二
日
木
大
谷
~
リ
は
ニ
セ
ン
チ
厚
さ
の
ぶ
つ
切
り
忙
し
[

り
し
た
が
っ
て
強
い
稲
に
育
ち
病
虫
害
に
対
し
て
抵
[
二
月
二
七
日
火
月
野
尾
お
ゃ
ぶ
~
主
すo

抗
力
が
強
く
な
る
こ
と
は
皆
さ
ん
充
分
ご
承
知
と
思

~
~
3

、
煮
汁
の
材
料
を
煮
た
て
、
野
菜
[

い
ま
す
が
ま
だ
ま
だ
柿
肥
量
の
不
足
が
予
想
さ
れ
ま

i
~

を
入
れ
て
十
分
く
ら
い
煮
ま
す
。
少
し
~

麗
切
れ
が
よ
い
く
ら
い
の
煮
方
が
お
い
[

~
醤
油
配
達
日
・

す
0

土
の
若
返
り
に
努
め
て
下
さ
い
。

ク
ミ
ア
イ
就
職
進
学
用
寝
具
セ
ッ
ト
推
進
を
行
っ
て

-

i

し
い
の
で
す
。

苓
り
ま
す
0

ハ
ニ
ー
姦
た
ふ
く
綿
と
第
一
綿
業
二
社
~
二
月
二
日
金
大
谷
~
粒
こ
し
ょ
う
は
、
つ
ぶ
し
て
用
い
ま
[

に
よ
り
各
種
の
セ
ッ
ト
が
準
備
さ
れ
て
お
り
さ
す
。
三
月
九
日
金
お
や
ぶ
谷
口
}
す
が
、
な
け
れ
ば
粉
末
を
用
い
主
す
。

i

農
は
是
非
農
協
へ
お
願
い
致
し
ま
す
。
~
二
月
十
六
日
金
宇
和
川

三
月
二
三
日
合
中
津
予
子
林
~
ス
ピ
ー

こ
の
た
ぴ
農
協
で
は
皆
様
の
お
子
様
に
ど
勉
強
の
~

家
庭
教
師
と
し
て
旺
文
社
の
カ
セ
ッ
ト
L
L

を
お
奨
盃
四
注
文
は
早
目
に
お
願
い
し
ま
す
。
~
材
料

単位オ当り

サ
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昭和4
末口径子―音
？畑下 16 8 
8;”•上 1 3 2 
11 n I 9 o 
" •· n I 1 0 5 1 1 ・.o 8 
、9 1 4 1 9 
＂下 136j136

・9 0 
2 3 4 
3 6 

cm f I s 2 I,5 2 
8'上 50 ・1.5 0 
16',9 5 46  8 
30. 95  8 6 6 
13m l5 。
13cm上 136 2 7 7 
足場1mにつき99Q..0:1 32迎
本表は，肱川町内の自動車土場の価格です。
新年を迎へ新らたに公開市売場として般佑し
た初市で祝儀相場もあり買気，旺盛全般に値
上りする。
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〗
一
備

円

松箱材
末口14燻上
3 0円～
3 8円

乾しいたけ
相場表

昭和48年］月 11日県森津市より

高値 •4, 0 I 0円前回より 900安

中値 2.6 7 0円 ” 1 4 7安
安』値 95 0円 II 1 3 0高

品別概況は次の通りです。

香信上 3.50 0円～ 4,0 0 0円

Il 並． a00 0円～ 3.5 0 0円

大葉上 3.0 O 0円～ 3;5 0 0円

9 並 ,2.00 0円～ 2．5 0 0円
厚肉 “.3..000円～ 3．80 0円

どんこ上 3. 00 0円 ～ 3．7 0 0円
並 2.~ 0 0円～ ！3. 2 O・O円・

,. II 小 2,00-0円～ 2； 50 0円

ジャミ物 1.0 0 0円 ～ 1. 5 0 0円

次回市予定は 1月20日1月2l円です。
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（
四
人
前
）

単位 JKr;当り円

野
菜
の
ギ
リ
ッ

ャ
風
煮
物

餐車と胄機に島怨病濁荊

亨旦〗
;JD'c{? 
冗ぐlJ已

憩造工喝

，
椎
茸
採
取
と乾
燥
の
心
得

カ
ン
詰
め
の

製
造
年
月
日
の
読
み
方

り`

釦字。。。 19 6 9年末尾の．，
第2字。 0 0 4月を表わす，ただし

l 0月は0.t, 1 1月は

Y, 1 2月ぱz.
. i 

第3字，第4字 0 0 。25日1h 9. ． 
t :E芍


